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何故キャッシュレスが必要？ 

キャッシュレスのメリットは大きい！逆に行わないと日本の経済は立ち直れない！ 



何が問題か？（１） 

◆莫大な現金社会コスト→国際競争力（労働生産性）の低下 
 ・米国の場合GDPの１.2％との試算有。（約20兆円弱） 
 ・日本の場合GDPの3.02％との試算有。（約15兆円弱） 出所：野村総合研究所）木内登英氏 
  現金コストは10兆円弱（いろいろなところで言われており8兆円~15兆円）と言われている。 
  （この社会インフラコストの負担元は銀行、流通業） 
   日本：ATMの運用コストは約2兆円（上記の内数） 
   イギリスでは300台/月減っている。日本もすぐにこのような状態になる。 
 
◆高額紙幣の廃止が世界の流れ 
 ・500ユーロは2018年末に廃止 
 ・インドは2016年500ﾙﾋﾟｰ、1000ﾙﾋﾟｰ廃止（主目的は国民の財産把握、所得税を払っている人は3%）  
   ・1万円札の廃止は10年以内に行われる可能性あり。IMFからも勧告されている。 
 ・富裕層の不正蓄財 
  ・流通： 現金約100兆円。40兆円がタンス預金。 
  
 ・マネーロンダリング（反社会勢力の対応） 
 ・税金の補足を困難にしている。脱税防止 
 ・金融政策効果の低下 
 
 急激なキャッシュレスは新技術に弱い高齢者への負担が大きい（現金では日常品も買えない） 
 北欧など  特に日本の高齢者は適応力が非常に弱い（ＡＴＭで自分のお金の引き落とし時にも 
 100円位の手数料を課すことが必要） 
 
 
 
 
 
 



何が問題か？（２） 

◆インバウンド商機の拡大 
  訪日外国人 2017年：2900万人 官公庁の目標2020年：4000万人 2030年：6000万人 
  外国人観光客の不満と商機の縮小 
  参考）外国人観光客の不満 
   １．言葉などのコミュニケーション 
   ２．WiFiなど通信環境 
   ３．ペイメント関係 
 
◆犯罪や事故を防止 
  大きな（額）被害が発生する犯罪が可能且つ簡単（パスワードを盗むなど・・・） 
  スウェーデン：銀行強盗2017年は11件、8年前の1/10に激減。 
 
◆金融イノベーションの推進（ビジネスチャンスの拡大） 
 お金の流れをビックデータとしたお金の動きのビッグデータをいろいろなことに活用できる。 
 （社会の効率化） 
 逆に個人情報の流出が問題になる。 （購買情報、資産情報など） 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 



何が問題か？（現金決済の社会コスト） 

          現金コストは8～15兆円 



何が問題か？（ATM状況１） 

◆日本：ATMの運用コストは約2兆円/年 
  機器代:約300万円、保守運用：30万円/月。 運用費：700～1000万円/台・年（日経） 
 （人手不足問題で小売店、飲食店などでは現金を扱うことは死活問題になっている。 
  例：閉店後の金額合わせ 
  ※あるドラックストアの試算：現金を全く使わないと20万円/店・月の削減になる。 
 
ATM台数（2018年3月末時点） 
 ・ゆうちょう銀行：約29,000台 
 ・三菱UFJ    ：8,141台 
 ・三井住友   ：約5,800台 
 ・みずほ     ：約5,700台 
 ・都市銀行    ：約26,000台（2017年9月末時点） 
 ・コンビニ     ：約56,000台 
 
 各銀行は費用削減としてATM台数を削減している。 
 例：三菱UFJ銀行は2023年度末までに2割削減する。 
 又、競合銀行とATM共通使用も行おうとしている。 
 
  
 
 
 
 



何が問題か？（ATM状況２） 

  
 
 
  
 
 
 
 



何が問題か？（ATM３） 

◆銀行手数料   無料から有料へ 
  かさむ費用を利用者に負担してもらう（本来の姿）  
  銀行の目的は増収よりかネットへの誘導（銀行全体の経費削減） 



決済の流れは（将来型 我々はいないが・・） 

ATM（現金自動受払機）は鉄の塊、クレジットカードはプラスチックのゴミ

➨将来はいずれも産業廃棄物   と言われている。 
 

 スマホもなくなり、生体認証へ 
 

 ・現金決済 
   ↓ 
 ・スマホ決済 
   ↓ 
 ・生体認証決済 
  （指紋認証、顔認証、チップ体内埋め込み認証） 



日本の労働生産性は非常に悪い！ 

アメリカ、ドイツは勿論、 
フランス、スペイン、イタリア、イギリス 
 より悪いのです！！ 

日本は“おもてなし“の国だ！ 
     ↓ 
ある意味無駄なことをやっているのです 

日本の栄光の技術力 半導体、電子機器、
電子部品など今は？？？ 

テレビでの日本自慢は“トイレ”１００ショプ“な
ど、昔の面影は無い 



決算手段の変化（キャッシュレスへ） 



各国の状況 

2018年1月、米国シアトル レジなしコンビにアマゾン・ゴーが開業：顧客はスマホをゲートにかざして入店
し買いたい商品を自分のバッグに入れてそのまま退出するだけ。 
 2016年のモバイル決算 
 アメリカ 1120億ドル（前年比40%アップ） 
 中国   約9兆ドル（前年比3倍） 日本のGDPの約倍！！！！ 
 日本  2025年までにキャッシュレス決済を4割にする。（2017年閣僚会議：未来投資戦略） 
 （台湾 2025年までにモバイル決算普及率を現在の13%から90％にする。台湾ペイ） 
 

下記のキャッシュレス率は買い物や外食などの消
費現場での数値 



キャッシュレスのプラットフォーム 

３つのプラットフォーム 
１．中国発 
  アリペイ型：スマホのQRコード読み込みによる決済。銀行口座、スマホのみで利用できる。 
２．欧米発 
  ペイパル型：カードによる決済。カードと読み取り機が必要。 
３．アフリカ発 
  エムペサ型：携帯電話のショートメッセージで決済、送金が可能（カード、銀行口座が不要） 
 



各国の状況（中国１） 

◆支付宝（アリペイ）：アリババ 
  利用者：7億人、加盟店（個人事業主含む）5,000万店以上、地下鉄など公共交通機関で使用可 
  個人間送金（個人事業主や零細企業含む）は無料。業務用決済は企業負担0.6% 
 
 
 
 
 
 
◆微信支付（ウィーチャットペイ）：テンセント  
 
      以上2社で90%以上を占める 
 
  偽札が多い、お札が汚い・・・・ 
 

2017年11月時点 
決済件数＝約2億件/日（Suica決済＝約600万件/日）、2017年モバイル決済金額3,400兆円（他
社も含む） 
決済手数料：個人間は無料、業務用は0.6%（クレジットカードは3～5%） 

ご祝儀、乞食への施し、お賽銭、小さなお店（飲食店、八百屋・・・）、友達間の送金  などなん
でもOK 



各国の状況（中国２） 

・1個2元（約34円）の屋台の肉まん 
・コンビニの無人レジ 
・タクシーの呼び出しと支払い 
・シェアリング自転車 
・飲食店の支払い、割り勘 
・お年玉 
・結婚式の祝儀 
・乞食（商売道具は缶からQRコードへ） 
 
 都市部では98%がキャッシュレス決済 
 アリババ系のスコアリングサービス：芝麻信用（ゴマ信用） 
 スコアによってローンが受けやすくなったりレンタルサービスなどのデポッジット（預け金）が不要など 
 現在は結婚を判断するのにも使用されている。スコアが低いと結婚もできない 
 



各国の状況（中国３） 

中国の無人サービス 
 コンビニ、自動販売機、レストランなど多岐にわたり拡大スピードは日本を圧倒 
 スマホを使用したり、顔認証で行うなどサービスは統一されていない。使用者に混乱も起きている。 
 完成度はまだまだの状況。しかし過保護の日本人に比べ中国人は不完全なサービスに慣れている。 
 いちいち怒らない。（例：お釣りが返ってこないなどがあっても運が悪かったと諦める） 



各国の状況（インド） 

インドのモバイル決済市場 2017年：120億ドル（前年から44%の拡大） 2022年予想：511億ドル 
 Paytm：利用者は総人口の1/4約3億人。モバイル決済件数で6割を占める。利用店舗800万店舗以上 
      スマホにアプリをダウンロード、銀行口座とひも付け又は現金をチャージする方式。 
      決済時はQRコード又は店の電話番号、支払額を入力する。 



各国の状況（インドネシア） 

スマホ決済：2018年に前年比280%増の約3,700億円 
        2023年には約2兆円の見込み 



各国の状況（その他１ 一例） 

 
 ナイジェリア 

クレジットカード、銀行口座もない。国内にある数千の代理店で手続をすれば利用がＯＫ．個人間
送金も可能。成人の大半がスマホ決済を利用する。 
Ｍ－Ｐｅｓａが主 

ケニア 
携帯電話による送金（Ｍ－ＰＥＳＡ） 銀行口座を持っている人がほとんどいない。 
4～6月期のモバイル取引は同国のＧＤＰを上回り生活必需品。 
現金を持ち歩かないので、窃盗、強盗、詐欺事件が激減。 

スウィッシュ（大手銀行11行） 30歳以下では90%が利用 
“現金断り“に店が当たり前。 

エストニア 

エストニア：確定申告はデータを自分で作るのではなく国がデータを示しそれをチェックし問題が無
ければOKするだけ 

スウェーデン 



各国の状況（その他２） 

 
 北朝鮮 

通話クレジットによるキャッシュレスが進んでいる。
クレジットカード、銀行口座もない。国内にある数千
の代理店で手続をすれば利用がＯＫ．個人間送金

も可能。成人の大半がスマホ決済を利用する。Ｍ
－Ｐｅｓａが主 



 
ここから日本について 

日本のキャッシュレス化の状況 



日本の状況（） 



日本の状況（） 

・みずほ銀行：2019年3月にデジタル通貨を発行。60地銀が参加 送金無料 
 利用加盟店には手数料をクレジットカードよりか大幅に下げる予定。 
 利用方法：スマホにアプリをダウンロードし、QRコードを使って決済する。1通貨＝1円固定 
 銀行口座からチャージする。 
・郵便局 2020年からキャッシュレス決済を導入する。 
 2020年2月に全国50局で試行。5月から10,000局にし、東京オリンピック開催時は20,000局に拡大。 
・自撮り（スマホで顔認証）で決済。アプリごとのパスワードは面倒。横浜銀行など約20行で2019年から 
 開始。（NTTデータ、大日本印刷） 
・手ぶらで決済・入退場（生体認証）の拡大 
 NEC:顔認証、瞳の虹彩 
 富士通：手のひら静脈 
 日立：手のひらの掌紋 
・自販機もキャッシュレス化へ 
 日本コカコーラ、キリンリバリッジが開始 



何故日本は進まないのか？ 
（キャッシュレス化を進めるためには何が必要か？） 

・クレジットカードが使用できる店舗が少ない。 
 小売店がクレジットカード会社に払う手数料が高い（日本：2～7%、海外：1%以下が多い） 
 とくに小店舗には手数料が高くキツイ。(手数料は販売額に応じて課す） 
・ＡＴＭが全国津々浦々に設置されている。使用手数料が無料。 
→現金を使うのにペナルティーが必要 
 ATM使用時に自分の金を引き出すのにも100円の手数料を取るなど 
 注意）スマホを持っていない人が社会生活から排除されないことが必要←これが大変 
     困れば、損すれば人間は多少進化する 
・高額紙幣も問題なく使用できる。 
・クレジット決済端末の操作が複雑 
・IT理解度が低い スマホ普及率が低い 持っていてもほとんど使いこなせていない 
・現金への高い信頼 
 
・お札がきれい 
・現金決算に手数料無料 
 
・行動しない高齢者が多く普及がチンタラチンタラ～～～ 
                 ↓ 
 これからは「現金支払いお断り」 店舗、ホテルは急増しキャッシュレスに対応が必須 
                 ↓ 

   このままでは決済難民になってしまう 
 
 



中国深圳ではスマホが無いと生活ができない。財布を持っている人はほぼいない。 

キャッシュレスと新しいサービス(1) 
買物方法が変わる１（買い物難民になりたい！） 



キャッシュレスと新しいサービス(2) 
買物方法が変わる2（買い物難民になりたい！） 



2019年にも、給料を銀行口座を通さずにカードやスマホの資金決済アプリに送金できるようにする。 
給料の脱現金化でキャッシュレス化を推進。 

キャッシュレスと新しいサービス(3) 
給料デジタルマネー 



キャッシュレスと新しいサービス(4) 
個人間送金 



友人らと飲食して割り勘で払おうとしたら、千円
札や小銭が無く困った経験がある。仲間同士が
簡単に送金しあえるスマホアプリが広がっている。 

キャッシュレスと新しいサービス(5) 
個人間送金 割り勘（現金不要で楽々） 



消費税対策（キャッシュレスで２～５％還元） 



キャッシュレスの種類（決算時期からの種類） 

クレジットカードの手数料：導入コスト・維持コストの高さが問題！ 
➨手数料で儲けるビジネスモデルは古い、ビックデータの活用で儲けるへ 

 クレジットカード会社は生きながらえるか？衰退は確実 

いちいちアプリの 
立ち上げが必要 



キャッシュレスの種類（仕組みからの種類） 

生体認証（指紋認証、顔認証など） 
チップを体内に埋め込む →将来はスマホはなくなるとの予想もある。 
 

専
用
装
置
が
必
要 



スマホ決済の流れ（お金の流れ） 

お店 

スマホ 

PayPay 
財布 

（ウォレット） 

現金 

銀行口座 

クレジット
カード 

支払い 

チャージ 

チャージ 

紐付き 

・
・
・
・ 

LINEPay 
財布 

（ウォレット） 



ＱＲコード決済方法(1) 



ＱＲコード決済方法(2) 

読み取り装置が
必用 

店舗提示・利用者読み取り型 
露店などでの可能 

利用者提示・店舗読み取り型 
読み取り専用端末が必要 
ある程度の規模のお店 

正規のＱＲコードの上に偽造ＱＲ
コードを張り第3者に横取りされる。 

スマホのＱＲコードを横から読み取られ悪用
（身に覚えのない支払い）される例有 



キャッシュレス決済サービスの種類 



キャッシュレス決済サービスの種類 



キャッシュレス決済サービスの種類 



キャッシュレス決済サービスの種類 



キャッシュレス決済サービスの種類 



キャッシュレスの種類（銀行系） 

銀行のサービスを受ける場所  店➨スマホ に変化 
（専用アプリをダウンロードしておけば24時間365日サービス（残高照会、振込など）が可能、又手数料が
節約できる。） 
 
ATM利用者は激減 ➨ 各銀行は生き残りのために支店、ATMを削減している。 
例：三菱UFJ銀行の来客数は店に来る人は10年で4割減 



キャッシュレスの種類と仕組み 



キャッシュレス決済サービスの種類 



QRコード決済とは？ 

QRコード：1994年、日本の自動車部品メーカーのデンソーの開発部門（現在のデンソーウェーブ）が発明 



キャッシュレス（ＱＲコード決済）の種類（１） 

三菱UFJ,三井住友、 
みずほ3大メガバンク 



 
３メガバンク、ＪＣＢ，楽天などでＱＲコードを使用した決算の規格統一に向けた協議会 
ＮＴＴドコモ、ＬＩＮＥなど１２０社・団体が参加 
 

キャッシュレス（ＱＲコード決済）の種類（1-1） 



キャッシュレス（ＱＲコード決済）の種類（２） 



キャッシュレス（ＱＲコード決済）の種類（３） 



キャッシュレス（ＱＲコード決済）の種類（４） 



決済ネットワークの問題 



スマホ決済比較 



スマホ決済（3粒お得） 



キャッシュレス関連記事 

ダマされ老人になるな！ 
10年後は現金が消滅します。後10年は生きたい人は今のままではダメ、キャッシュレスに対応すべき！ 
 

注）見たいページをクリックして拡張すれば読めます！！ 



 付録 

 
 
付録 



送金（国内送金） 

日銀（中央銀行）当座預金帳簿 

Ａさん 

Ｘ銀行帳簿 Ｙ銀行帳簿 

Ｂさん 

Ａさんの口座 Ｂさんの口座 

Ｘ銀行の当座預金口座 Ｙ銀行の当座預金口座 

ＡさんからＢさんにＸＸＸ円送金 

+xxx円 -xxx円 

-xxx円 +xxx円 

銀行手数料 



送金（海外送金） 

国際金融間通信協会（スイフト）グローバル企業約11,000社が参加。システム利用料など高い。 
3メガバンクの窓口からの送金は最低４～5000円かかる。時間も３～４日かかる。→改善は行っている。 
 →アリぺイなら、手数料金はただで即時に送金可能。 

コルレスバンク（Correspondent Bank、中央銀行に対応）のコルレス口座帳簿 
（日本の例：三菱東京ＵＦＪ銀行） 

Ａさん 

Ｘ銀行帳簿 Ｙ銀行帳簿 

Ｂさん 

Ａさんの口座 Ｂさんの口座 

Ｘ銀行のコルレス口座 Ｙ銀行のコルレス口座 

ＡさんからＢさんにＸＸＸ円送金 

+xxxドル 
-xxx円 

-xxxドル +xxxドル 

銀行手数料 
為替手数料 

銀行手数料 

銀行手数料 

ＡさんからＢさんにＺＺビッ
トコイン送金 ビットコイン決済手数料 



送金（海外送金） 



キャッシュレスの種類と仕組み 



キャッシュレスの種類と仕組み 



キャッシュレスの種類と仕組み 
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日本の状況（LINE） 

◆LINEペイ 
  銀行、クレジットカード会社は手数料で稼ぐ。 
  LINEは決済で得るデータや顧客情報（性別・年齢・職業・趣味など）をﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ利用から収益を得る。 
 ・スマホで送金。手数料は無料 
 ・みずほ銀行と新銀行：LINE銀行（仮称）を2010年の開業予定。（LINEの持ち株は５１％） 
 ・3年間は飲食店、商店からの手数料はゼロ 
 ・テンセントと提携し、2019年から中国人にスマホケ決済を提供 
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キャッシュレス具体例 



キャッシュレス具体例 


